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はじめに

2020 年に大流行し、2021 年に入っても終息の
兆しが見えてこない新型コロナウイルス感染症の
ため、全世界が脅威にさらされ、生活様式を根本
的に変えざるを得ない状況が続いている。感染症
の流行状況に伴って高校や大学の授業形態や学生
生活なども、大きな変更を余儀なくされ、通常
の年間行事なども予定通りに行えない 2020 年で
あった。
そのようなコロナ禍の中で、一生を左右しかね
ない大学入試を迎える受験生の不安はきわめて大
きいと考えられる。特に 2021 年は、30 年間続い
た「大学入試センター試験（the National center 
Test）」が廃止され、英語の民間試験活用や記
述式試験を目指した「大学入学共通テスト (the 
Common Test for University Admissions)」とい
う初めての制度が導入された年であり、学生だけ
でなく、高校・大学の教師も、受験制度の改変と
コロナ感染症に翻弄され続けた（民間試験や記述
式試験は体制が整わず 2021 年は凍結となってい
る）。
一方で大学の教職員は、感染症流行の中にあっ
ても、安心して受験をしてほしいと願いながら、
2021 年の共通テストのガイドラインに沿って、
様々な準備を重ねてきた。密閉・密集・密接の 3
密を避ける試験会場の確保、トイレや会場への安
全な誘導路の作成、手指が触れる場所の除菌作業、
などに時間を費やた。保健管理センターのスタッ

フも同様であった。
そこで今回我々は、今後の感染症対策へのアー
カイブとして、新型コロナ感染症流行下の試験関
連の準備と、これまでの富山大学の五福キャンパ
スにおける救護状況を調査した。

調査方法
2012 年（平成 24 年）から 2021 年（令和 3年）
の 10 年間における、富山県の大学入試センター
試験の受験志願者数・試験会場などを、独立行政
法人大学入試センターの公開資料に基づき調査し
た 1）。また富山大学の五福キャンパス試験場にお
ける救護状況は、富山大学五福キャンパスに保管
されている救急措置担当者による救護記録（2012
年～ 2021 年）により調査した。2021 年度大学入
学共通テストの感染予防対策は、「令和３年度大
学入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に
対応した試験実施のガイドライン（令和２年６月
19 日付け大学入学者選別方法の改善に関する協
議決定、令和２年 10 月 29 日改定、以下「ガイド
ライン」と略す）などをふまえた「令和３年度大
学入学者選抜に係る大学入学共通テスト　新型コ
ロナウイルス感染症予防対策などについて」（令
和２年 11 月６日入試セ事―第 132 号独立行政法
人大学入試センター理事長通知）を参考に、富山
大学五福キャンパス試験場で行った対策を記録し
た 2）3）。
なお大学入試センター試験は、制度改変により
2021 年から「大学入学共通テスト」の名称となっ
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たが、調査対象期間は「大学入試センター試験」
であったため、以下「センター試験」の略称名を
用いた。

結果
１．富山県のセンター試験受験動向 
2012 年から 2021 年の 10 年間の富山県におけ
る大学センター試験受験志願者数（受験地が富山
県の者）を大学入試センター公開資料から抜粋し、
表 1に示した。全国の受験志願者は概ね 55 万人
前後で推移しており、富山県における受験志願者
総数は、その約 1％にあたる 5000 人～ 5500 人で
推移していた。
過去 10 年間の富山県内の試験会場は、富山大
学五福キャンパス（富山市五福 3190）、杉谷キャ
ンパス（富山市杉谷 2630）、富山県立大学（射水
市黒河 5180）、高岡法科大学（高岡市戸出石代
307-3）、富山国際大学（富山市東黒牧 65-1）の計
5カ所で行われていた。その人数配分は、表 1に
示すように、毎年ほぼ同じであり、富山大学が県
内の受験者の約 80％を受け入れていた。
２．富山大学での救急措置体制
2011 年から 2020 年における富山大学五福キャ
ンパス試験会場における救急措置体制は、保健管
理センターを本部として、医師 2名（大学の保健
管理センター所属医師 2名）、看護師 5名（保健
管理センター所属看護師 3名、学外非常勤看護師
2名）が配属され、看護師は学内に点在する会場

の距離を考慮し、救護要請に対して数分以内に応
じられる場所に分散して配置した。また、医師は
本部内に待機し、看護師の要請に応じて会場へ赴
く形をとった。なお 2021 年は、コロナ感染対策
のガイドラインに沿って試験会場数が増加したた
め、看護師 2名（保健管理センター所属看護師 1
名、学外非常勤看護師 1名）を増員配備した。杉
谷キャンパスは、いずれの年度も医師 1名、看護
師 1名（医師は学内教員、看護師は保健管理セン
ター所属）が、試験会場近くに設営された救護室
に配置された。
受験者の試験会場への入室時間は、1日目が 8
時 50 分～ 18 時 25 分、2 日目は 9時～ 18 時であ
るため、救護体制も 8時～ 18 時 30 分まで継続す
るが、1日目の英語リスニングのやり直し等が生
じた場合は、19 時 30 分まで延長となる。そのた
め、救急措置スタッフ（学外看護師を除く）の実
働勤務時間は、打ち合わせ時間を含めて、1日目
が 12 時間 30 分、2 日目が 11 時間 30 分（いずれ
も休憩時間 1時間含む）であった。なお学外看護
師は試験会場（受験の選択科目により異なる）に
よって勤務時間が異なるため、1 日目 8 時 15 分
～ 17 時 15 分、もしくは 9 時 15 分～ 18 時 15 分
（休憩 1時間含む）、2日目 8時 15分～ 15時 45分、
もしくは8時50分～17時 50分（休憩1時間含む）
の勤務依頼とし、カバーできない時間帯は学内常
勤看護師が補う形で対処した。

表 1　富山県における大学センター試験受験者数（受験場別）の推移

実施年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

志願者数（全国） 555,537 573,344 560,672 559,132 563,768 575,967 582,671 576,830 557,699 535,244

富山県志願者（試験地区別） 5,291 5,558 5,301 5,402 5,225 5,340 5,400 5,586 5,603 5,043

五福キャンパス受験者数 3,451 3,777 3,561 3,748 3,400 3,510 3,570 3,751 3,747 3,293

杉谷キャンパス受験者数 750 675 630 544 745 750 750 755 750 649

富山大学受験者数　合計 4,201 4,448 4,191 4,292 4,145 4,260 4,320 4,506 4,493 3,942

富山県立大学受験者数 560 570 570 570 540 540 540 540 538 600

高岡法科大学受験者数 260 270 270 270 270 270 270 270 272 230

富山国際大学受験者数 270 270 270 270 270 270 270 270 300 270
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３．感染対策
2011 年から 2020 年は、一般の救急用セット（血
圧計、体温計、パルスオキシメーター、内用・外
用医薬品）及びノロウイルス等感染対策用品（ビ
ニールエプロン、手袋、滅菌防護服、キャップ、
吐瀉物緊急凝固剤、塩素系消毒薬など）の準備を
行った。特に冬期に流行するノロウイルス等の感
染性胃腸炎に対しては、試験関係職員に感染性
（疑）吐瀉物などへの対処方法（吐瀉物緊急凝固
剤を用いた処理法や換気方法）を定期的に周知す
るようにしており、マニュアルも整備している。
2021 年はノロウイルス対策に加えて、新型コロ
ナウイルス対策として、フェイスシールド、非接
触型体温計、ディスポーザブル多目的シート（休
養が必要なときに寝具等を覆うため）などを準備
した。（消毒用アルコールやフェイスシールドは
入試課も準備した。）
４．受験者の救護状況
2011 年から 2021 年の五福キャンパスにおける
救護要請状況を表 2-Aに示す。教職員を除く救護
要請数は、毎年約 10 人前後にとどまっており（受
験者数の 0.09％～ 0.36％）、大きな増減はなかっ

た。しかし、体調不良者の主訴は、その年度に流
行していた感染症（感染性胃腸炎、インフルエン
ザ）などにより異なってた。対処の内容は、診察
後にベッド休養指示や医薬品投与などの対症療法
がほとんどであり、救急搬送を必要としたケース
はなかった。
有症状者が試験を続行するかどうかに関する方
針は、症状に基づいて本人や保護者と調整した後
に総合的に判断するが、症状の改善が認められな
い場合は、表２-Bに示すように別室受験や試験
の中止などの措置が選択されていた。
なお 2021 年の共通テストでは、入試センター
の感染対策方針により、体調不良者は健康状態の
チェックを行った上で、希望により追試験の選択
が可能であったため、試験の中止が 3名と過去最
多であった。
５．受験の配慮決定者の動向
センター入試において、病気や負傷、障害など
のために受験上の配慮を希望する場合は、大学セ
ンターにて審査の結果、試験での配慮が決定さ
れることがある。大学入試センターの公表数は、
H24 年度は 2,092 人（全志願者の 3.76％）であっ

表 2－ A　五福キャンパス試験場の救護要請者と内容

実施年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

受験生の救護要請総数（実数） 8 12 9 10 3 10 8 7 5 12

受験者に対する割合（％） 0.23 0.32 0.25 0.27 0.09 0.28 0.22 0.19 0.13 0.36

症状

　頭痛・めまい 3 1 2 1 1

　発熱・悪寒・インフルエンザ様症状 1 1 1 1 2 3 2

　消化器症状（腹痛・下痢・嘔吐） 3 6 8 5 6 3 2 3 6

　呼吸器症状（咳） 1 2 1 1

　精神症状（不安・過換気） 1 1 2 3 2 1 1 1

　外傷・鼻出血・その他 2 1 1 1

表 2－ B　有症状者の受験方針

実施年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

別室での受験 3 3 4 5 1 5 2 3 3 3

試験の中止 1 1 2 1 1 3
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たが、令和 2 年度には 3,119 人（同　5.59%）と
増加傾向が認められていた（図 1）。配慮決定の
場合は、大学入試センターから事前に試験会場に
通知があるため、その配慮内容に応じて会場の準
備などを行う必要がある。県別の配慮決定者数は
未公表だが、各都道府県とも同様の割合で増加傾
向にあると考えられた。しかし調査期間の 10 年
間に、五福キャンパス試験会場において、試験当
日に配慮決定者が、救急措置を必要とする症状を
認めた事例はなかった。 

考察
世界中に新型コロナ感染症が広がり、欧米の大

都市では厳格なロックダウン（都市封鎖）が行わ
れている。日本においても政府は、2021 年 1 月
７日から東京を含む 11 都道府県に 2回目の緊急
事態宣言を出した。1回目は、2020 年４月７日に
東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡の
７都府県に緊急事態宣言を行い、４月 16 日に対
象を全国に拡大し、5月 25 日にようやく全面解
除となった。2021 年 1 月の緊急事態宣言はそれ
に続くものであり、3週間を経た 1月末でも、感
染の終息が見えない状況であった（図 2）。
一方で、2021 年 1 月 8 日から 11 日まで北陸地
方に訪れた非常に強い寒気の影響で、暴風雪警報
が出て、富山地方は 35 年ぶりの豪雪になった。

図 1　配慮決定者の動向

図 2　日本国内の新型コロナウイルスの発生状況

厚生労働省資料 https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html　より引用 (2021.1.25)
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降り続いた雪により、積雪が 1 ｍを超え、11 日
までに市内平地で 124cmの積雪があり、金沢市
（54cm）、福井市（97cm）に比べて、富山市が非
常に多い記録となった 4）。除雪が追いつかず、高
速道路や一般道の交通が遮断され物流も滞ったた
め、市民生活にも大きな影響がでた。しかし県や
市、鉄道会社などの昼夜の努力により、幹線道路
や在来路線鉄道が１月 14 日頃、市内電車や路線
バスなどの公共交通機関が 1月 15 日にようやく
再開通し、1月 16 日、17 日の共通テストを予定
通りに施行することができた。コロナ禍・雪害に
より、受験生の父兄や教師などは試験会場に入構
禁止となったため、例年のような会場入り口での
見守りや励ましの応援はなかったが、地域社会の
多大な協力に支えられ、2021 年の大学共通テス
トは無事に終了したと考えられた。
今回の調査により明らかになったことは、富山
大学五福キャンパスが、表 1に示すように富山県
のセンター試験受験者の 65 ～ 69％である 3,500
～ 3,700 名ほどを毎年受け入れていることであっ
た。全国の大学・高校等におけるセンター試験
の試験会場と受験者数を調べると、令和 2 年度
に 689 会場で開催された試験において、同一住所
の会場で 3,700 名以上の受験生を受け入れている

表 3　受験者数の多い試験会場と受験者数
試験場名 住所 R2 年度 R3 年度 前年比減少率

北海道大学試験場 札幌市北区北 9条西 9丁目 4,051 3,837 5.3
筑波大学　合計 つくば市天王台 1-1 5,677 5,371 5.4
　　第一試験場 1,395 784
　　第二試験場 1,022 1,239
　　第三試験場 1,365 1,356
　　体育・芸術試験場 1,125 1,200
　　医学試験場 770 792
東京大学本郷試験場 文京区本郷 7-3-1 3,773 2,826 25.2
新潟大学試験場 新潟市西区五十嵐 2の町 8050 4,111 3,882 6.6
富山大学五福キャンパス試験場 富山市五福 3190 3,743 3,292 12.1
三重大学試験場 津市栗真町屋町 1577 4,682 3,759 19.8
愛媛大学城北試験場 松山市文京町 3番 3,715 3,583 3.5
熊本大学黒髪地区試験場 熊本市中央区黒髪 2-40-1 3,707 3,367 9.2

のは、北海道大学試験場、筑波大学（同一住所で
5会場）、東京大学本郷試験場、新潟大学試験場、
富山大学五福キャンパス試験場、三重大学試験
場、愛媛大学城北試験場、熊本大学黒髪地区試験
場であった（表３）。富山大学の五福キャンパス
の学生数は約 6,600 名ほどであり、杉谷キャンパ
ス（1,900 名）、高岡キャンパス（500 名）を合わ
せても約9,000名の規模であるが（令和2年5月）、
駅からの公共交通が至便なためか、多くの県内受
験生を受け入れていることがわかった。ちなみに
隣県の金沢大学角間キャンパス試験場は、2,965
名（令和 2年度）であった。2021 年（令和３年度）
は、感染予防策として受験生のソーシャルディス
タンスを確保するため、各大学の受け入れ数は前
年度より少なかったが、それでも富山大学のよう
に 3,200 名を受け入れる大学はきわめて稀である
（3,000 名以上は、北海道、新潟、筑波、富山、三重、
愛媛、熊本に加え、長崎大学文教地区試験場の 8
カ所のみ）。しかし受験者の受け入れが多いほど、
試験会場となる大学は多方面にわたる対策を講じ
る必要が生じ、伴うリスクも大きくなる。2021
年 1 月の北日本は、何度か警報級の暴風雪に見舞
われており、特に 1月 8日から数日間続いた富山
の雪害は甚大で、公共交通機関の開通が非常に懸
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念されていた。また 1月 16 日は、北海道稚内地
方も暴風雪があり、稚内北星学園会場の 1日目の
試験（志願者数 73 名）が、センター試験開始以
来初の、まるごと再試験（延期）という事態も発
生した。富山でも、もし寒気が一日長引いていれ
ば除雪が間に合わずに試験が延期され、3000 人
以上の受験生が影響を受けたと思われる。荒天は、
受験生やその父兄のみならず、試験実施者や地域
社会にとっても安全面や心理面での負担が非常に
大きい。全国一律の試験においては公平性の担保
が重要であり、公共交通機関などの地域社会の協
力も不可欠である。近年は全国的に自然災害が増
加傾向にあるため、地域の状況をふまえた試験の
時期・方法などを十分に議論する必要があると考
えられた。
また冬期は例年、インフルエンザや感染性胃腸

炎などの流行もみられるため、十分な感染予防策
も欠かせない。しかし今回の調査結果では、発熱
や下痢等の症状を認める受験生は多くないことが
判明した。この結果は、受験生や高校・予備校に
おける感染予防策が徹底しているためと解釈でき
る。1年のうちの 2日間のイベントにおける体調
不良者が受験者の0.4％に満たないという事実は、
昨年から続いているコロナ感染症の流行動態を考
える上で非常に興味深い。文部科学省と厚生労働
省は、コロナ禍にある学生向けに「受験生のみ
なさんへ～新型コロナウイルス感染防止のため
の注意事項～」（2020 年 12 月 18 日　図 3）を公
表し 5）、受験に向けての感染予防を促していたが、
受験生は注意喚起されるまでもなく、このすべて
の事項を遵守していたと考えられる。家庭も学校
も予備校も、受験日に照準をあわせて細心の注意

図 3　新型コロナウイルス感染防止のための注意事項（令和 2年 12 月 18 日）

https://www.mext.go.jp/nyushi/　より引用

6
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を払って協力していることも想像できる。2021
年 1 月 27 日発表の大学入試センター発表のプレ
ス発表資料では、第 1回目の共通テスト時におけ
る新型コロナウイルス感染症罹患者は 92 名、濃
厚接触者で試験当日に受験条件を満たさなかった
者は 132 名であり、コロナ関連で第 1回目を受験
できずに追試験を受けた者は、計 224 名（志願者
の 0.04％）であった 6）。また第 1回目の試験にお
いて無症状で濃厚接触者のため別室受験を受けた
者は 187 名（志願者の 0．035％）であった。す
なわち十分な感染予防を行った受験生という集団
では、コロナ感染症の罹患率は、0.1％以下にな
り得ることが明らかになった。したがって新型コ
ロナ感染症の流行阻止も、このような大学受験生
と彼らに関わる人たちの行動が範を示せるのかも
しれない。
今後の感染対策には、国民全体が一定の期間、
自覚をもって感染予防に徹底して努めることが、
必要不可欠と思われる。

おわりに
感染症流行や雪害の中で行われた 2021 年の大
学共通テストを機に、これまでのセンター試験の
救護状況について調査した。その結果、富山大学
の五福キャンパス試験場における受験生の救急措
置要請は 0.4％未満であり、受験生は体調管理に
細心の注意を払っていることがうかがわれた。
新型コロナ感染症が流行している中では、この
ような受験生と彼らを取り巻く社会の行動が、流
行阻止の規範になると考えられた。
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